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第 76号

すなおな心 (はい)

奉仕の心 (私がします)

反省の心 (す みません)

感謝の心 (あ りがとう)

謙虚な心 (お かげさま)

山辺地区日常五心

地
区
住
民
の
日
頃
の
芸
能
二
云
術

・

手
芸

・
ク
ラ
ブ
活
動
等
の
発
表
の
場

で
あ
り
、
住
民
交
流
の
場
で
も
あ
る

地
区
文
化
祭
が
、
〈フ
年
も
１０
用
つ
、

２０
日
に
開
催
さ
れ
た
。
各
分
岬
の
参

加
団
体
数
は
湖
少
傾
向
で
は
あ
っ
た

が
、
日
頃
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
が
展

示
や
舞
台
で
還
憾
な
く
発
表
さ
れ
た
。

小
学
生
や
施
設
の
方
々
の
作
品
も
あ

り
、
福
祉
車
で
の
参
観
も
あ
っ
て
幅

広
い
交
流
の
場
だ
っ
た
。

当
社
協
は
従
来
通
り
二
日
目
に
来

場
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
模
擬
店

「社

協
屋
」
出
店
。
前
日
か
ら
準
備
を
進

め
た
が
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
て
、

忙
し
く
も
楽
し
く
和
や
か
に
開
店
で

き
た
。

協
力
頂
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

延
べ
で
前
日
準
備
に
５１
名
、
当
日

は
中
単
生
も
入
り
η
名
と
い
う
多

勢
。
特
に
ホロ
成
連
の
若
い
力
が
ヤ

キ
ソ
バ
だ
け
で
な
く
、
準
備

・
片

づ
け
等
に
も
頑
張
っ
て
く
れ
て
、

高
齢
の
地
区
社
協
役
員
部
隊
は
大

助
か
り
。

皆
さ
ん
の
奉
仕
結
果
の
利
益
も
地

区
社
協
の
諸
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ

て
頂
く
こ
と
が
で
き
、
心
強
い
。

直
接
尽
力
頂
け
た
方
々
の
他
、
食

材
や
手
芸
品

・
バ
ザ
ー
品
等
を
寄
附

し
て
頂
け
た
地
区
内
篤
志
の
方
々
（下

段
に
記
載
）、
社
協
屋
の
品
々
を
お
買

い
上
げ
頂
い
た
お
客
様
の
方
々
、
又
、

能
登
半
島
地
震
豪
雨
二
重
災
害
支
援

募
金
に
協
力
頂
け
た
方
々
、
関
係
す

る
全
で
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

模
擬
店
ご
寄
附
御
礼

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
二
田
　
敏
夫
様
　
　
　
お
米

・
新
江
　
紀
子
様
　
　
　
お
米

〓
一一一一一■

・
吉
住
　
知
子
様

　

　

じ
ゃ
が
い
も
他

・
山
□
　
陽
子
様
　
　
　
じ
ゃ
が
い
も

一
吉
田
　

一
夫
様
　
　
　
じ
ゃ
が
い
も

・
渡
邊
　
勝
雄
様

　

　

じ
ゃ
が
い
も

。
樋
□
　
茂
延
様
　
　
　
じ
ゃ
が
い
も

ｏ
江
田

じ
ゃ
が
い
も

・
増
田
　
晴
美
様 様

・
堀
越
恵
美
子
様

一
高
澪

雅
子
様
　

．
手
芸
バ
ザ
Ｌ
品

・‐
北
村
　
時
子
様

　

・
・手
芸
バ
ザ

・
速
水
と
み
子
様
●
●
●
手
一一不
バ
ザ

・
中
村
　
徹
　
様
　
　
手
芸
バ
ザ
ー
品

。
中
村
　
悦
子
様
　
　
手
芸
バ
ザ
ー
品

ｏ大
関
●
守
男
様

●
●
与
芸
バ
ザ
「
「響

。
前
原
智
恵
子
様

・
山
□
　
洋
子
様

・
須
藤
　
澄
江
様‐

一
出
嶋
　
光
代
様

・
新
丼
　
明‐‐‐　
積

二
秋
原
苗
い美
子
様
一
●
●手
一琴
バ
ザ
ト
誌
●

ｏ
上
岡
　
恵
子
様
●
●
●
手
芸
バ
ザ
■
０叩

・
高
橋
　
仁
　
様

・

・
赤
澤
　
反
美
様

・　
　
‐手
芸
バ
ザ
ー
品

・
匿
名
希
望
七
名
様

・
福
居
町
匿
名
様

二
仙
辺
子
情
て
り
「
ウ
■
■
一
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〈フ
年
の
敬
老
の
日
は
９
用
１６
日
。

前
後
し
て
各
所
で
恒
例
の
敬
老
〈云
が

開
か
れ
た
。

対
象
を
７５
才
か
ら
８０
才
以
上
に
す

る
た
め
に
同

一
年
代
の
み
で
５
年
間

実
施
、
本
年
漸
く
新
年
代
が
加
わ
っ

て
の
初
回
、
市
内
全
体
で
Ｄ
ａ
ω
か
所
、

一Ｎ
ゆヽ
問
い
名
で
の
開
催
。

市
統
計
で
み
る
と
高
齢
者
の
凡
そ

の
人
□
動
態
が
よ
く
わ
か
る
。
新
た

に
８０
才
に
な
ら
れ
た
方
が
一ヽ
ｏ
ｏ
一名

お
ら
れ
る
の
に
全
体
で
は
だ
③
名
の

増
、
と
い
う
こ
と
は
前
年
の
名
簿
か

ら
一ヽ
ヽ
ω
ｏ
名
抜
け
て
い
る
こ
と
に
。

（多
死
時
代
と
椰
楡
さ
れ
て
い
る
。）

当
山
辺
地
区
も
傾
向
は
同
じ
で
１６

名
増
の
時
ｏヽ
尾
名
で
、

２２
町
内
マ
〈云

場
に
で
開
催
。

市
の
祝
い
金
制
度
も
変
わ
り
各
町

内
の
実
施
形
態
も
変
化
、
顔
を
合
わ

せ
て
の
敬
老
会
食
〈云
は
地
区
内
６
町

で
、
他
は
記
今心品
配
布
で
あ
っ
た
。

多
方
面
か
ら
参
集

意
見
交
換

ヽ

高
齢
者
の
比
率
が
増
大
す
る
に
つ

れ
て
、
そ
の
実
態
も
多
様
化
し
て
い

る
。
堂
いて
高
度
成
長
を
成
し
遂
げ
て

来
た
世
代
は
〈フ
や
３
割
を
超
え
る
高

齢
者
と
な
り
、
国
の
老
齢
施
策
、
福

祉
施
策
が
十
分
だ
と
は
言
え
な
い
時

代
と
い
え
る
。
ま
し
て
や
社
会
シ
ス

テ
ム
が
自
分
達
の
生
き
て
来
た
ア
ナ

ロ
グ
世
界
か
ら
デ
ジ
タ
ル
、

ＩＴ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
社
会
に
進
化
し
て
複
雑

・
細

分
化
さ
れ
て
お
り
、
総
体
的
な
生
き

辛
ら
さ
や
阻
害
感
を
感
じ
、
苦
し
む

人
が
結
構
い
る
よ
う
で
す
。
独
居
、

認
知
症
、
分貝
困
、
次自一産
管
理
、
外
出

手
段
、
諸
相
談
事
、
等
日
常
生
活
上

の
悩
み
事
は
つ
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
を
自
助
と
公
助
で
解
決
し

よ
う
と
し
て
も
中
々
核
心
に
届
き
ま

せ
ん
。
こ
こ
に
地
域
の
共
助
力
が
加

わ
る
と
世
界
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
身
近
な
知
人
等
と
交
流

L̀
｀ レ

大正琴の演奏もあつて和やかな

西新井町の敬老会。

準備した机が一杯になつた。

し
た
り
相
談
し
た
り
し
て
日
常
生
活

の
幅
を
ひ
ろ
げ
た
り
課
題
の
解
決
に

向
け
た
り
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
期
に
は
自
治
〈云
、
民
児
協
、
老

人
〈云
、
社
協
、
六円
成
会
、
Ｐ
丁
∧
、

交
安
協
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
テ
ワ
リ
の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
や
住
民
生
活
の
安

心
安
金
利
便
性
の
向
上
に
向
け
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
共
助
力
を
連
携

・
協
働
さ
せ

た
ら
そ
の
効
力
は
倍
加
さ
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
目
的
に
、
タ
テ
ワ
リ
の
組

織
間
に
横
ぐ
し
を
刺
し
て
、
横
断
的

に
包
括
的
に
よ
り
大
き
な
括
り
で
関

係
者
が
集
ま
っ
て
、
地
区
の
課
題

・

お
困
り
事
を
多
方
面
か
ら
話
し
合
っ

】

‘
ヽ
、

て
い
こ
う
、
と
い
う
の
が
、
「地
区

支
え
含
い
協
議
会
」
で
す
。

山
辺
地
区
で
は
平
成
３０
年
か
ら
元

気
高
齢
課
と
地
区
社
協
が
中
心
と
な

っ
て
活
動
が
始
ま
り
、
紆
余
曲
折
、

ヨ
ロ
ナ
禍
で
の
中
断
も
経
て
、
〈ラ
年

１
用
再
開
、
少
し
ず
つ
活
動
が
定
着

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

各
分
椰
か
ら
の
代
表
者
が
集
ま
っ

て
の
推
進
会
議
を
用
１
回
、
広
く
地

区
内
に
呼
び
か
け
多
人
数
で
の
ブ
レ

イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ

（関
）
〈云
を
年

１
～
２
回
、
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

７
／
１８
に

「見
守
り
」
に
つ
い
て

の
Ｂ
Ｓ
会
実
施
。

１０
分
鰤
か
ら
７６
名

の
参
加
で
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
分
野
で
生

か
せ
る
も
の
を
取
り
込
ん
で
い
く
段

階
で
す
。

■|

意見を貼つて、グループ発表へ。

・

■ヽ
ヽ
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外
出
手
段
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
②

１０
ぺ
―
ジ
に
ま
と
め
た
報
告
内
容

は
現
在
地
区
社
協
、
自
治
会
長
、
民

前
号
に
続
き
参
考
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
協

等

に

配

布

し

て
デ

ー

タ

共

有

し

、

デ
ー
タ
を
掲
載
す
る
。
　

地

区
と

し

て
何

が

で
き

る

の
か

検

討

里
４
し
て
い
く
準
備
に
入
っ
て
い
る
。

田中
３
　

（報
告
書
を
開
覧
し
た
い
方
は
公
民

国中
２
館
窓
ロ
ヘ
こ
連
絡
下
さ
い
。
）

朝
倉

３

廟
菫

１

堀
込

２

颯
込

１

滝
宮

西
新
丼

惜
宿

４

繕
宿

３

借
宿

２

惜
宿

１

Ａ
掻

６

八
婦

３

ム
機

４

八
職

３

八
張

２

人
権

１

¨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

回
答

数

運転しない人

5-1 全計 (全町内)5-270歳 以上 (全町内)5-3独 居 (全町内)

5-1 運転しない人・全計

□ はい

書 いいえ

堀込2の皆さん

カインズフー ドコー トで

休憩中。

し

１１
用
１０
日
、

１１
時
と
り
時
の
２
回

に
分
け
て
ア
シ
ヨ
タ
ウ
ン
ヘ
の
ツ
ア

ー
を
実
施
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
暖
か

い

一
日
で
し
た
。
お
世
話
役
含
め
２４

名
の
参
加
、
皆
さ
ん
大
変
喜
ば
れ
、

カ
イ
ン
ズ
で
花
を
買
っ
た
り
∃
―
ク

で
員
物
し
た
リ
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ

に
行
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

で
楽
し
ま
れ
、
毎
用
で
も
行
き
た
い

と
言
わ
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

午
後
の
便
は
お
昼
時
だ
っ
た
た
め

カ
イ
ン
ズ
の
フ
ー
ド
ヨ
ー
ト
で
食
事

も
し
て
、
も
っ
と
時
間
が
欲
し
い
の

声
も
出
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
も
和
気
あ
い
あ
い
、

楽
し
い
一
日
で
し
た
。
（堀

一
宮
沢
）

堀
二
の
買
物
ツ
ア
ー
は
１１
月
％
日

の
午
後
、
１
時
と
２
時
半
発
の
２
班

に
で
実
施
、
乗
り
場
は
３
ヶ
所
設
定
、

参
加
者
１８
名
、
お
世
話
役
６
名
の
内

容
で
し
た
。

お
天
気
も
ま
ず
ま
ず
、
暖
か
い
陽

気
で
皆
さ
ん
余
裕
を
持
っ
た
行
動
が

と
れ
て
、
無
事
行
っ
て
来
れ
ま
し
た
。

目
的
の
お
店
を
決
め
て
来
ら
れ
た

方
も
何
人
か
お
ら
れ
た
が
、
多
く
は

カ
イ
ン
ズ
と
ヨ
ー
ク
の
日
用
品
、
食

品
の
員
物
が
主
体
で
し
た
。
フ
ー
ド

コ
ー
ト
で

の
食
事
を

楽
し
ま
れ

た
方
も
い

て
、
そ
れ

ぞ
れ
お
し

ゃ
べ
り
交

流
と
共
に

満
足
の
い

く
半
日
を

過
ご
さ
れ

た
よ
う
で

す
。

堀込 1の皆さん

アシコタウン内を散策

9-1 頼まれたら

送迎しますか

運転する人 全計

は い

60%

靱
一買
物
ツ
ア
∴
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―
‐
―
夏
休
み
地
域
教
育
の

一
つ
―

‐

パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を
控
え
た
８
月

８
日
、
小
営
生
を
対
象
に
、
身
近
な

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
気
付
き
者

え
る
き
っ
か
け
の
〈云
を
、
福
祉
教
六円

事
業
の
一
環
と
し
て
主
任
児
童
委
員

が
開
い
て
く
れ
た
。

始
め
に
伝
言
ゲ
ー
ム
。
五
感
の

一

つ
を
遮
断
し
た
ら
何
と
伝
え
る
事
が

難
し
く
な
る
か
、
手
触
り
か
ら
何
か

が
解
る
こ
と
も
体
験
す
る
。
子
ど
も

と

一
緒
に
大
人
も
大
騒
ざ
で
ゲ
ー
ム

に
興
じ
た
。

次
に
ス
タ
ツ
フ
の
演
じ
る
寸
劇
を

通
し
て
、
生
活
の
中
に
沢
山
点
字
の

あ
る
事
を
単
ん
だ
。
「シ
ャ
ン
プ
ー
と

リ
ン
ス
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
し
て

あ
る
」
「洗
濯
機
の
操
作
部
も
見
て
み

よ
う
」
一缶
飲
料
に
も
あ
る
」
…

そ
し
て
次
々
と
示
さ
れ
る
街
中
の
点

字
例
の
パ
ネ
ル
を
見
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
気
付
い
て
い
っ
て
く
れ
た
。

あ
い
の
〈云
で
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー

も
い
て
、
こ
の
講
座
は
夏
休
み
中
の

子
ど
も
た
ち
に
、
小
さ
く
て
も
確
か

な
種
を
撤
い
て
く
れ
た
。

是
非
継
続
企
画
を
望
み
ま
す
。

山
辺
子
六円
て
サ
ロ
ン
ス
タ
ツ
フ
の

企
画
は
と
で
も
良
い
。
子
ど
も
た
ち

が
喜
ぶ
も
の
や
マ
マ
の
勉
強
に
な
る

も
の
も
ゲ
ー
ム
仕
立
で
に
し
て
楽
し

め
る
も
の
に
し
た
り
。
９
用
お
祭
り

遊
び
、

１０
用
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
シ
∃
―
、

１１
用
防
災
サ
バ
イ
バ
ル
ク
イ
ズ
等
。

１
回
で
は
勿
体
な
く
、
場
を
替
え

、ヽ_

て
繰
り
返
し
演
出
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

少
子
化
の
進
展
で
小
中
校
の
統
廃

合
が
現
実
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の

山
辺
中
学
校
区
内
の
小
中
校
を
巡
っ

て
そ
の
来
し
方
を
振
り
返
り
、
周
辺

の
風
景
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
時
代

の
変
遷
を
感
じ
取
ろ
う
と
の
企
画
。

１１
月
２
日
、

２１
名
の
参
加
で
公
民

館
を
発
着
基
点
と
し
て
、
山
辺
中
、

矢
場
川
中
跡
地
、
矢
場
川
小
、
山
辺

小
、
南
小
を
巡
る
。

自
分
の
子
ど
も
時
代
の
思
い
出
を

辿
り
、
更
に
、
〈フ
通
う
孫
が
自
分
の

年
に
な
る
時
代
は
ど
ん
な
だ
ろ
う
と

の
思
い
も
馳
せ
た
過
去
未
来
タ
イ
ム

ス
リ
ツ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
っ
た
。

ヽ _

小
学
生
の
頃
、
運
動
〈云
も
遠
足
も

年
２
回
だ
っ
た
。

三
年
生
か
ら
は
バ
ス
遠
足
も
あ
っ

た
が
、
市
内
の
山
を
め
ざ
し
て
ひ
た

す
ら
歩
く
遠
足
も
あ
っ
た
。
飽
き
る

と
誰
か
が
歌
い
出
す
の
は
ア
ニ
メ
の

主
題
歌
だ
。

バ
ス
遠
足
で
は
な
ぜ
か
流
行
歌
、

浸
画
の
歌
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
山

の
時
は
疲
れ
を
忘
れ
て
思
い
っ
き
り

歌
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。

物
心
つ
い
た
時
か
ら
テ
レ
ビ
が
生

活
の
一
部
だ
っ
た
。
用
曜
日
に
は
「ち

よ
っ
と
だ
け
∃
」
を
真
似
す
る
お
調

子
者
も
居
た
。
ジ
ョ
ー
と
力
石
の
打

ち
合
い
の
真
似
も
あ
っ
た
。

鰤
球
や
テ
ニ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
革
命

や
源
氏
物
語
も
入
□
は
漫
画
や
ア
二

メ
だ
っ
た
。
…

…

小
中
生
の
登
下
校
の
見
守
り
を
兼

ね
て
外
の
掃
除
を
心
掛
け
て
い
る
。

そ
し
て
ふ
と
気
付
い
た
。

私
っ
て

「レ
レ
レ
の
お
ば
さ
ん
」

じ
ゃ
な
い
か
ｐ
¨

八
幡
ま
る
子

機知に富んだスタッフの表示説明に、

子どもたちの視線は釘付けに。

ハロウインパーティーに参加。

途中八幡宮参拝、ここで昼食休憩。

ラスト南小へ。


